
「痛み」治療のスペシャリスト

｢ペイン外来｣で生活の質を向上 
日本人の22・５％が慢性的な痛みを抱えているというデータがあります。
怪我や病気は治ったのに、しつこい痛みが残っている…。
背骨や腰、膝の疾患の治療がはかばかしくない…。
２０２０年６月、板橋セントラルクリニックに開設した「ペイン外来」は、
そんな患者さまの心強い味方。
痛みを通して総合診療を行い、痛みのメカニズムに応じて多角的な治療法を提供します。
麻酔科診療部長の渡部晃士医師に詳細をうかがいました。

脊髄刺激療法の手術。トライアル用のリードを植込む

流
れ
る
、
酸
素
や
栄
養
が
し
っ
か
り

届
く
な
ど
で
患
部
が
安
定
。
痛
み
が

軽
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
超
音
波
装

置
で
神
経
の
位
置
を
確
認
し
、
慎
重

に
行
わ
れ
ま
す
。

｜ 
代
表
的
な
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
を
教
え

て
く
だ
さ
い

渡
部　
で
は
５
つ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

星
状
神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
：
頚
部
に
あ
る

交
感
神
経
が
集
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
打

つ
。
上
肢
か
ら
上
の
痛
み
が
対
象
で
、

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
後
神
経
痛
、
三
叉
神
経
痛
、

頭
痛
、
頸
椎
ね
ん
ざ
、
五
十
肩
、
腕
や

肘
、指
の
痛
み
な
ど
。

硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
：
背
中
側
か
ら
、
脊

髄
を
覆
う
硬
膜
の
外
側
に
打
ち
、
背
骨

の
ト
ン
ネ
ル（
硬
膜
外
腔
）に
薬
を
注

入
。
症
状
に
応
じ
、
注
射
の
位
置
は
首

〜
腰
の
下
部
ま
で
様
々
。
顔
以
外
の
疼

痛・し
び
れ
な
ど
の
神
経
症
状
に
。

神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
：
脊
髄
か
ら
枝
分
か

れ
し
た
神
経
根
に
打
つ
。
脊
髄
神
経
が

関
与
す
る
頚
椎
症
、椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、

脊
柱
管
狭き
ょ
う
さ
く窄症
、帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
、

が
ん
性
疼
痛
な
ど
が
対
象
。

傍
脊
椎
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
：
神
経
根
が
椎

骨
の
穴
か
ら
出
て
き
た
部
位
に
打
つ
。

対
象
疾
患
は
神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
と
近
似

す
る
が
、
交
感
神
経
も
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

の
で
、血
流
改
善
に
役
立
つ
。

ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
：
ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
は
、
筋
肉
や
筋
膜
が
固
ま

り
、
痛
み
の
発
生
源
と
な
る
部
位
。
漢

方
の
ツ
ボ
と
同
様
、
全
身
に
あ
る
の
で

症
状
に
応
じ
て
注
射
を
す
る
。

｜ 

効
き
目
の
弱
い
場
合
の
対
処
法
は

あ
り
ま
す
か
？

渡
部　
難
治
性
の
痛
み
の
場
合
、
当
該

の
神
経
を
壊
す
薬（
無
水
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
）の
使
用
を
検
討
し
ま
す
。
特
殊

な
針
で
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
電
さ

せ
、
神
経
を
熱
凝
固
す
る「
高
周
波
熱

凝
固
法
」と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
装
置
は
、
42
度
以
下
の
低
温
の

高
周
波
を
断
続
的
に
通
電
し
、
神
経
の

興
奮
を
鎮
め
る
、
低
侵
襲
な「
パ
ル
ス

高
周
波
法
」に
も
利
用
可
能
。
神
経
を

壊
す
こ
と
な
く
、
一
定
の
鎮
痛
効
果
が

期
待
で
き
、お
す
す
め
で
す
。

｜ 

注
目
の
「
脊
髄
刺
激
療
法
（
Ｓ
Ｃ

Ｓ
）」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
部　
脊
髄
に
微
弱
な
電
気
を
流
す
こ

と
で
、
痛
み
の
信
号
の
伝
達
を
妨
げ
、

疼
痛
を
和
ら
げ
る
治
療
で
す
。

　
神
経
の
異
常
や
血
流
障
害
に
よ
る
痛

み
に
有
効
と
さ
れ
、
手
術
後
に
残
存
す

る
痛
み（
複
合
性
局
所
疼
痛
症
候
群
）、

脊
椎
・
脊
髄
疾
患
、
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
外
傷
の
後

遺
症
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

｜ 

ど
う
や
っ
て
電
気
を
流
す
の
で
す
か
？

渡
部　
局
所
麻
酔
下
の
手
術
で
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
小
さ
な
機
械
を

背
中
に
植
込
み
、
そ
こ
か
ら
リ
ー
ド
線

を
脊
髄
の
外
側（
硬
膜
外
腔
）に
挿
入
。

電
気
刺
激
を
送
り
ま
す
。
刺
激
の
強
弱

は
リ
モ
コ
ン
を
使
い
、
患
者
さ
ま
自
身

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
。

手
術
は
1
時
間
半
ほ
ど
。
入
院
期
間
は

１
週
間
程
度
で
す
。

｜ 
誰
に
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
か
？

渡
部　
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通

常
１
週
間
の
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
を
設
け

ま
す
。
こ
の
場
合
は
リ
ー
ド
線
だ
け
を

植
込
み
、
自
身
で
体
外
式
神
経
刺
激
装

置
を
操
作
。
効
果
が
あ
れ
ば
本
機
の
植

込
み
手
術
を
実
施
し
ま
す
。

｜ 

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
あ
る
の
で

驚
き
ま
し
た
。

渡
部　
た
だ
、
痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

と
て
も
複
雑
で
、
残
念
な
が
ら
痛
み
を

す
べ
て
取
り
去
る
魔
法
の
よ
う
な
治
療

法
は
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ペ
イ
ン
外
来
の
仕
事
は
、
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
、
痛
み
を
極
力
軽
減
す
る

治
療
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
し
て
患
者

さ
ま
が
痛
み
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
日
常
生
活
の
質
を
上
げ
て
い
け
る

よ
う
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
体

の
痛
み
だ
け
で
な
く
心
の
痛
み
も
理
解

し
、
支
援
す
る
伴
走
者
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎記事内容に関するお問合せ：TEL. 03-3967-1268

〒174-0051 東京都板橋区小豆沢2-16-15
TEL.03-3967-1268　https://www.ims-itabashi.jp/

星状神経節ブロックの位置
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ま
さ
れ
た
た
め
脳
が
過
敏
に
な
り
、
痛

み
の
原
因
が
な
く
な
っ
て
も
、
脳
が
痛

い
と
感
じ
続
け
る
心
因
性
疼
痛
。

　
人
に
よ
っ
て
１
〜
３
が
複
雑
に
関
係

す
る
こ
と
が
あ
り
、
急
性
期
の
治
療
を

終
え
普
通
な
ら
痛
み
が
お
さ
ま
る
時
期

を
過
ぎ
て
か
ら
、
３
ヵ
月
以
上
症
状
が

続
く
と
慢
性
疼
痛
と
呼
ば
れ
ま
す
。

｜ 

確
か
に
、
長
年
頭
痛
や
腰
痛
を
訴

え
て
い
る
人
は
多
い
で
す
ね
。

渡
部　
痛
み
が
あ
る
と
、
緊
張
し
て
体

が
硬
く
な
る
で
し
ょ
う
？　
血
流
も
悪

く
な
り
ま
す
。
す
る
と
患
部
に
炎
症
性

物
質
や
、
痛
み
の
物
質
が
溜
ま
っ
て
し

ま
い
、
ま
す
ま
す
痛
み
が
強
く
な
る
。

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
す
ね
。
こ
れ
に
疲

れ
や
冷
え
、
睡
眠
不
足
な
ど
が
重
な
れ

ば
症
状
は
さ
ら
に
加
速
。
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
心
因
性
の
痛

み
ま
で
誘
発
し
か
ね
ま
せ
ん
。

｜ 

痛
み
が“
こ
じ
れ
て
”し
ま
う
？

渡
部　
そ
う
。
ペ
イ
ン
外
来
に
来
る
方

の
多
く
は
、
原
因
疾
患
が
何
で
あ
れ
、

痛
み
の
た
め
に
生
活
の
質
が
低
下
し
、

困
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
仕
事
が
満
足
に

で
き
な
い
、
買
物
や
旅
行
に
行
か
れ
な

い
。
趣
味
を
楽
し
む
、
友
人
と
集
ま
る

機
会
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。

　

初
診
で
は
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
伺

い
、
治
療
計
画
を
た
て
ま
す
。
現
在
も

怪
我
や
病
気
で
医
療
機
関
に
か
か
っ

て
い
る
な
ら
、
主
治
医
に
紹
介
状
を
書

い
て
も
ら
い
、
治
療
と
服
薬
の
経
緯
を

確
認
す
る
。
膝
や
腰
な
ど
の
痛
み
で
、

整
形
外
科
的
な
検
査
や
治
療
が
必
要

と
思
わ
れ
れ
ば
、
専
門
の
医
療
機
関
を

紹
介
す
る
。
診
察
し
た
ら
胸
痛
が
心

筋
梗
塞
の
前
触
れ
だ
っ
た
、
腰
痛
が
が

ん
の
骨
転
移
だ
っ
た
と
い
う
例
も
あ

る
の
で
、
ま
ず
体
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

｜ 

そ
の
上
で
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
治

療
の
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
。

渡
部　
患
者
さ
ま
が
本
来
持
つ
自
然

治
癒
力
を
引
き
出
し
、
少
し
ず
つ
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
。
痛
み
を
恐
れ
、
体
を
動

か
す
習
慣
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
理

学
療
法
士
の
指
導
で
少
し
ず
つ
筋
肉

を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
あ
る
い
は
筋
肉
を

鍛
え
腰
や
膝
に
か
か
る
体
重
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
も
効
果
的
。

　
近
赤
外
線
装
置
を
用
い
、
患
部
に
温

熱
を
あ
て
て
血
行
を
改
善
す
る
光
線
療

法
も
好
評
で
す
。
こ
れ
に
は
痛
み
の
伝

達
を
抑
え
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

｜ 

運
動
療
法
と
理
学
療
法
で
、
全
身

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
改
善
す
る
の
で

す
ね
。
痛
み
止
め
の
お
薬
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
処
方
さ
れ
ま
す
か
？

渡
部　
急
性
期
は
、
発
痛
物
質
や
炎

症
性
物
質
の
産
生
を
抑
え
る
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
ｓ（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症

薬
）が
多
く
使
わ
れ
ま
す
。
神
経
の

興
奮
が
続
い
て
い
る
神
経
障
害
性
疼

痛
に
は
、
プ
レ
ガ
バ
リ
ン（
リ
リ
カ
）

な
ど
抗
て
ん
か
ん
薬
や
抗
不
整
脈
薬

を
適
宜
処
方
。
冷
え
や
鬱
血
が
気
に

な
る
方
、
イ
ラ
イ
ラ
の
強
い
方
に
は
、

漢
方
薬
を
試
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
抗
う
つ
薬
が
痛
み
に
効
く
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

｜ 

心
因
性
疼
痛
向
け
で
す
か
？

渡
部　
い
え
、
神
経
障
害
性
疼
痛
が
対

象
で
す
。
実
は
、
ヒ
ト
の
体
に
は〝
鎮

痛
シ
ス
テ
ム
〞が
備
わ
っ
て
い
る
ん
で

す
。
脳
に
痛
み
が
届
く
と
そ
れ
が
発

動
し
、
脳
は
痛
み
を
緩
和
す
る
神
経
伝

達
物
質
を
放
出
。
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
、
患
部
に
つ
な
が
る
脊
髄
ま

で
送
ら
れ
、
末
梢
か
ら
の
痛
み
の
伝
達

を
抑
え
ま
す
。
医
学
用
語
で
は「
下か

こ
う行

性
疼
痛
抑
制
系
」。
激
痛
で
動
け
ず
に

い
る
と
、
安
全
地
帯
に
退
避
で
き
な
い

の
で
、
身
を
守
る
た
め
に
獲
得
し
た
機

能
な
の
で
し
ょ
う
。

｜ 

人
体
の
神
秘
で
す
ね
。

渡
部　
慢
性
疼
痛
の
方
は
、
こ
の
下

行
性
抑
制
系
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
痛
み
を
緩
和

す
る
神
経
伝
達
物
質
＝
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
を
増
や
す
Ｓ
Ｎ
Ｒ

Ｉ（
サ
イ
ン
バ
ル
タ
な
ど
）

や
三さ

ん
か
ん
け
い

環
系
抗
う
つ
薬（
ト
レ

ド
ミ
ン
な
ど
）を
活
用
し
ま

す
。
う
つ
病
の
方
に
も
使

わ
れ
ま
す
が
、ペ
イ
ン
外
来

で
は
、あ
く
ま
で
鎮
痛
作
用

に
着
目
し
て
の
処
方
で
す
。

「
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
」
と

新
た
な
治
療
法

「
脊
髄
刺
激
療
法
」

｜ 「
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
治
療
法

が
あ
る
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

渡
部　
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か

ら
、
患
者
さ
ま
の
症
状
に
合
わ
せ
、
痛

み
の
伝
達
経
路
と
な
る
神
経
、
あ
る
い

は
神
経
周
辺
に
局
所
麻
酔
薬
な
ど
を

注
射
す
る
治
療
で
す
。
炎
症
が
強
い

時
は
、
抗
炎
症
作
用
の
あ
る
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

時
間
と
共
に
麻
酔
は
切
れ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
日
数
を
空
け
な
が
ら

複
数
回
繰
り
返
す
と
、
神
経
の
興
奮

が
静
ま
る
、
筋
肉
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

て
血
行
が
よ
く
な
り
、
発
痛
物
質
が

板橋セントラルクリニック・ペイン外来
板橋中央総合病院 麻酔科診療部長

渡
わ た な べ

部 晃
こ う じ

士  医師
日本麻酔科学会認定医・専門医・指導医
厚生労働省麻酔科標榜医
日本ペインクリニック学会専門医
厚生労働省がん診療に
携わる医師に対する緩和研修会修了

脊髄と脊椎（背骨）の仕組み

高周波熱凝固法とパルス高周波法に使われ
る装置と針

近赤外線治療器

ペイン外来を受診する方の主な疾患

三叉神経痛 顔の感覚を司る三叉神経に起因する、突発的で強い痛み。血管による三叉神経の圧迫が主な原因とされる。重篤であれば血管の位置を
改善する外科手術を検討。

帯状疱疹後神経痛 水ぼうそうのウイルスは一度罹患すると生涯神経節に潜伏。過労などを引き金に活性化し皮疹や神経の痛みを引き起こす。部位は当該
の神経節が支配する領域で、顔や体幹に多い。皮疹がおさまったのちもしばしば神経痛が残る。

肩関節周囲炎 五十肩。明確な原因は不明だが加齢に伴い骨・軟骨・靱帯・腱など関節の組織に炎症が起こるとされる。

腰部椎間板ヘルニア 背骨は24個のブロック状の椎骨と、仙骨、クッション役の椎間板で構成されている。何らかの理由で椎間板が背骨のトンネル（脊柱管）
側に飛び出すと、中を通る脊髄を圧迫し強い痛みが起こる。自然治癒する例から手術が必要な例まで症例差が大きい。

腰部脊柱管狭窄症 加齢に伴い背骨の椎間板や靭帯が変質・変形するために、脊柱管が狭窄。脊髄が圧迫され、休み休みにしか歩けない間欠性跛行と足腰の
痛み、しびれが起こる。手術療法がある。

坐骨神経痛 椎間板ヘルニアや脊柱管狭窄症主な原因とする、臀部や脚部の痛みとしびれ。

変形性膝関節症 膝の軟骨が加齢ですり減り、脚の骨同士がこすれ合うため、膝関節内に痛みと炎症が起こる。

ロ
ー
ル
す
る
命
令
が
送
ら
れ
る
。
末
梢

か
ら
は
痛
い
、
か
ゆ
い
、
熱
い
な
ど
の

感
覚
が
脳
に
届
き
ま
す
。

｜ 

痛
み
を
感
じ
る
主
体
は
、
脳
な
の

で
す
ね
。

渡
部　
痛
み
の
種
類
も
大
き
く
３
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
１
つ
が
病
気
や
怪
我

が
原
因
の
侵
害
受
容
性
疼
痛
。
２
つ
め

が
、
怪
我
や
病
気
が
治
っ
た
あ
と
も
、

神
経
の
興
奮
が
続
い
て
痛
む
神
経
障
害

性
疼
痛
。
３
つ
め
は
、
痛
み
に
長
く
悩

「
痛
み
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
知
っ
て
対
策
を

｜ 

頭
痛
、
顔
の
三さ

ん
さ叉
神
経
痛
、
五
十

肩
、
腰
痛
、
膝
痛
、
坐
骨
神
経
痛
…
。

ペ
イ
ン
外
来
は
ど
ん
な
痛
み
に
も
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
と
聞
き
ま
し
た
。

渡
部　
痛
み
は
、
病
気
や
怪
我
な
ど
の

異
常
を
知
ら
せ
る
危
険
信
号
で
す
。
ま

ず
、
痛
み
を
感
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
体

に
は
、
脳
と
全
身
を
く
ま
な
く
結
ぶ
神

経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
脳

と
、
背
骨（
脊
椎
）の
ト
ン
ネ
ル
を
通
る

脊
髄
が
中
枢
神
経
。
そ
こ
か
ら
枝
分
か

れ
し
た
末
梢
神
経
が
、
組
織
の
す
み
ず

み
に
向
か
い
ま
す
。

　
神
経
は
双
方
向
性
で
、
脳
か
ら
は
体

を
動
か
し
、
内
臓
や
循
環
器
を
コ
ン
ト


